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１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（柏崎刈羽原子力

発電所７号炉 設計及び工事の計画）【２９２】 

２．日 時：令和２年８月１９日 １５時３０分～１８時００分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ａ会議室（ＴＶ会議システムを利用） 

４．出席者（※・・ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

新基準適合性審査チーム 

義崎管理官補佐、片桐主任安全審査官 

 

事業者： 

 東京電力ホールディングス株式会社 

原子力設備管理部 課長 他１０名※ 

 

５．要旨 

（１）東京電力ホールディングス株式会社から、柏崎刈羽原子力発電所７号機

の工事計画認可申請書のうち、原子炉格納施設の要目表等、令和２年７

月３０日付けで書面にて確認した内容に対する「工事計画に関するヒア

リングにおける事前確認（原子炉格納施設）」について、令和２年７月

１６日、８月５日、８月７日の提出資料に基づき説明があった。 

 

（２）原子力規制庁から、主に以下の点について説明等を求めた。 
 【原子炉格納施設の要目表等】 

○ 格納容器スプレイ系、代替格納容器スプレイ系（常設）、代替格納容器

スプレイ系（可搬）、代替循環冷却系等の運転に関し、既設の残留熱除

去系Ａ～Ｃ系を流路として使い分けていることについて、その理由等

を整理した上で、各運転状態を系統図に示して提示すること。 

○ 可燃性ガス濃度制御系の配管２重化に伴い、格納容器の予備の電線貫

通部を配管貫通部として用いるとしているが、構造、機能に影響が無

いことを予備の状態を踏まえて整理して提示すること。 

 

（３）東京電力ホールディングス株式会社から、本日の説明等を求められた内

容について了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

なし 


